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同

遺
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四

十

九

貼
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稼
堂
遣
書

八
十
一
貼

せ
ら
る
。

日
中
井
木
菟
麻
呂
氏
よ
b
大
阪
府
立
闘
書
館
に
寄
託

▲
記
念
祭
典

行
し
、
終
つ
て
文
學
博
士
時
野
谷
常
三
郎
先
生
の

す
る
講
演
あ
り
。
（
本
誌
所
載
）

▲
大
江
文
城
氏

昭
和
十
三
年
十
月
八
日
記
念
祭
典
を
執

同
年
三
月
十
四

せ
る
左
の
奮
懐
稼
堂
及
水
哉
館
の
遺
害
遺
品
を
寄
贈

水
哉
館
遺
書

百
二
十
三
貼

二
百

0
四
貼

因
て
常
日
中
井
木
菟
麻
呂
令
妹
終
子
雨
氏
、
及
び
本

▲
井
上
赤
水
先
生
の
塞
務
見

五
五

内
高
安
村
紳
光
寺
（
三
宅
萬
年
先
生
、
同
春
棲
先
生

の
塞
所
）
境
内
に
於
て
偶
然
薔
懐
穂
堂
助
講
井
上
赤

過
般
木
谷
蓬
吟
氏
が
河

木
間
瀬
理
事
の
謝
僻
あ

b
て
滞
b
な
く
受
納
の
式
を

了
せ

b
o

▲
藷
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書
遺
品
受
贈

寄
進
に
就
て
の
挨
拶
あ

b
、
次
で
理
事
代
表
と
し
て

校
教
授
大
江
文
城
氏
に
本
堂
常
任
講
師
を
嘱
託
す
。

中
井
氏
は
告
文
を
朗
讀
の
後
、
墳
下
に
て
同
氏
よ

b

伺
十
四
年
二
月
一
日
前
松
山
高
等
學

入
、
之
を
祠
堂
前
に
謹
き
、
木
誌
附
録
所
載
の
如
く
、

長
田
館
長
立
會
の
下
に
貼
検
を
了
し
て
木
堂
に
搬

『
第
一
回

8
英
同
盟
の
成
立
と
ド
イ
ツ
帝
國
』
と
題

堂
よ

b
吉
田
助
教
授
、
岡
野
幹
事
等
同
館
に
至

b‘

遺
品

六
十
五
貼

共
計
遺
書

懐

徳

堂

記

事

同

遺

品

十
六
貼
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習
會
を
開
く
、
受
講
者
九
十
名
に
し
て
大
講
堂
に
溢

す
る
。

の
漢
學
大
會
を
開
催
せ
ら
る
。
會
員
有
志
敷
名
出
席

學
院
教
授
張
源
詳
氏
を
講
師
と
し
て
初
歩
支
那
語
講

▲
十
月
十
六
日

懐
稼
堂
を
會
場
と
し
て
、
斯
文
會
日
本
漢
學
會
主
催

典
に
奉
仕
す
る
。
會
誌
第
十
六
琥
を
刊
行
頒
布
す
る
。

月
十
八
日
吉
田
助
教
授
、
藤
塚
書
記
、
野
口
、
太
田
、

▲
支
那
語
講
習
會

同
年
七
月
一

H
よ
b
八
月
五

B
迄

毎
週
火
、
木
、
土
曜
午
後
七
時
よ

b
九
時
迄
、
闊
西

る
ヽ
の
盛
況
な

b
含
゜

▲
伊
藤
有
不
武
齋
遺
書
の
受
贈

同
年
七
月
八

B
故
伊

藤
介
夫
氏
の
遺
族
よ
b
有
不
盆
齊
文
庫
所
蔵
の
内
、

懐
徳
堂
関
係
書
籍
凡
五
十
九
種
を
寄
贈
せ
ら
る
。

（
本
琥
附
録
参
看
）

塞
を
掃
ひ
、
先
賢
の
塞
を
寓
異
に
牧
む
。

江
来
布
氏
の
案
内
に
て
同
寺
を
訪
ね
、
赤
水
先
生
の

山
本
、
酒
井
、
白
井
、
武
藤
の
聰
講
生
と
共
に
、
入

水
先
生
の
塔
を
登
見
し
た
る
報
あ
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因
て
同
年
六

堂

友

會

記

事

▲
昭
和
十
三
年
十
月
八
日

午
後
二
時
よ

b
恒
祭
を
畢
行
せ
ら
れ
、
會
貝
一
同
祭

▲
十
二
月
十
五

H

萬
葉
集
講
義
終
b
て
後
、
午
後
七
時
三
十
分
よ

b
小

講
堂
に
て
期
末
茶
話
會
を
開
く
。
會
員
手
日
代
君
の
大

阪
の
話
、
神
武
天
皇
の
話
、
成
田
先
生
の
和
歌
俳
句

酒
井
全
太
郎
記

五
六




